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公益社団法人日本将棋連盟 

東急株式会社 

株式会社東急キッズベースキャンプ 

 

公益社団法人日本将棋連盟（以下：日本将棋連盟）、東急株式会社（以下：東急）、株式会社東急キッズベースキャン

プ（以下：ＫＢＣ）は、「将棋×教育」による次世代育成を目指し、三者連携による新たな取り組みを始動します。 

２０２４年１０月から１２月にかけて、日本将棋連盟と東急、ＫＢＣは、日本入試センター・ＳＡＰＩＸ小学部と共同で「将棋

教室ラボ」（以下：本ラボ）を実施し、将棋の教育分野における利活用の可能性を検証しました。本ラボでは、将棋が子ど

もたちの探究心や論理的思考、自己肯定感などに与える効果を観察し、その成果は、将棋を教育的価値の高いコンテン

ツとして体系化する重要な知見となりました。 

この結果を踏まえ、日本将棋連盟は将棋を通じた教育実践の共通基盤として、初の「将棋学習指導要領」（以下：本指

導要領）を策定するとともに、ＫＢＣは本指導要領に準拠した新たな「将棋講座カリキュラム」を開発しました。いずれも本

ラボの成果を反映したものであり、将棋を「競技」や「趣味」にとどめず、子どもたちの成長を多面的に支える「教育」とし

て位置づける取り組みです。 

 

日本将棋連盟が策定した本指導要領は、「礼儀・マナー」「洞察力・判断力」「コミュニケーション力」「思いやりの心」の

４つの領域で構成されています。これらの領域を基に、年齢や習熟度に応じたグループ活動やＩＣＴ教材の活用、さらに

は算数、国語、道徳など他教科との連携を通じた指導を行うことを目的としています。また、マナーや思考力、対話力、

他者配慮といった行動面を評価し、将棋を通して子どもの多面的な成長を支えるための教育カリキュラムの指針となっ

ています。 

ＫＢＣは学童保育で培った知見を活かし、非認知能力を育成するという観点から、従来の将棋教室とは異なる全く新し

い将棋講座カリキュラムを開発しました。このカリキュラムは、本指導要領に準拠した認定プログラムの第１号として、日

本将棋連盟から正式に認定されました。また、開発には『どうぶつしょうぎ』を考案した北尾まどか女流二段が代表を務

める株式会社ねこまどが参画しており、専門的な知識と経験が加えられています。 

また、東急は半世紀以上にわたり、毎年夏に東急百貨店・さっぽろ東急百貨店で開催されてきた「東急百貨店将棋ま

つり」などを通じて、将棋界との長い歴史を築き、将棋文化の普及に貢献してきました。今回の取り組みは、２０２５年２月

に立ち上げた東急線沿線の子育て世帯や学生を応援する「東急スクラムプロジェクト」の一環として位置づけ、グループ

一体での推進を図っていきます。 

 

日本将棋連盟と東急、ＫＢＣは、それぞれが「文化」「教育」「地域」の分野で培ってきた知見を持ち寄り、「将棋×教育」

という新たな社会的価値の創造に向けて、今後も取り組みを拡げていきます。 
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日本将棋連盟が初の“将棋学習指導要領”を策定 

東急キッズベースキャンプの将棋講座カリキュラムが第１号として認定されました 

～東急㈱グループの「東急スクラムプロジェクト」と連携し、「将棋×教育」の社会実装を推進～ 



【別紙】 

１．「将棋学習指導要領」概要 

 本指導要領は、将棋を通じて子どもの多面的な成長を支えるための教育カリキュラム指針です。学習内容は以下の４

領域で構成されています。 

＜礼儀・マナー＞挨拶や駒の扱いなど、対局を行ううえでの基本的な礼節を身につける。 

＜洞察力・判断力＞盤面の情報から状況を読み取り、複数の選択肢を比較して最善手を選ぶ思考力を育成。 

＜コミュニケーション力＞感想戦や意見交換を通じて、自分の考えを伝え、相手の意見を受けとめる力を養う。 

＜思いやりの心> 勝敗を受け止め、相手をねぎらう姿勢や責任感を培う。 

指導は、初級（基本ルールや挨拶の定着）・中級（手筋や感想戦の習慣化）・上級（大会や高度な戦術研究）と段階的に

設定。年齢や習熟度に応じたグループ活動やＩＣＴ教材の活用、他教科との連携（算数・国語・道徳など）も特徴です。 

評価はマナーや思考力、対話力、他者配慮などの行動面を重視。短時間でも継続できる仕組みや、個々の成長を認め

合う雰囲気づくりを盛り込み、学校・学童・地域活動など多様な場で実践可能な内容としています。 

 

２．東急キッズベースキャンプの将棋講座カリキュラム「ＫＢＣしょうぎキャンパス」概要 

「ＫＢＣしょうぎキャンパス」 （以下：本プログラム）は、ＫＢＣが提供する、従来の将棋教室とは一線を画す新しい教育

プログラムです。将棋の習熟や将棋文化の理解を通じて、子ども一人ひとりの非認知能力を引き出し、伸ばすことを目

的としています。  

ＫＢＣでは、将棋教育が非認知能力の育成と深く関連する可能性に着目し、２０２４年１０月より「将棋教室ラボ」に参画

しました。その結果を踏まえ、将棋教育に実績のある株式会社ねこまどと協働し、専門的な知見を取り入れたプログラム

開発を進め、このたび完成に至りました。 

本プログラムは、棋力向上のみを目的とするのではなく、一手指すまでの思考過程や取り組み姿勢に注目し、将棋を

多面的に活用して非認知能力を育成します。たとえば、皆の前で自分の考えた攻略を発表する活動や、チーム戦・グル

ープワークを通じて、子どもたちは自分の考えを言語化したり、相手の意見に耳を傾けたりする経験を積み重ねます。こ

うした過程を経ることで、何手も先を読む「論理力」や「注意力」、最後までやり抜く「粘り強さ」、相手の立場に立って考え

る「協調性」、我慢や敗北を受け入れる「感情のコントロール」など、テストの点数では測れない、人生を豊かにするため

に欠かせない力を育むことができます。 

本プログラムの目標は、将棋１５級程度の棋力習得と、個々の非認知能力の成長です。講師はＫＢＣが培ってきたコ

ーチング手法を活用し、初心者の子どもたちが主体性をもって継続的に取り組めるよう指導します。また、講師自身が有

段者でなくても指導できるよう、オリジナルの補助教材を整備し、タブレット教材も積極的に活用します。 

子どもと指導者の双方を支援することで将棋人口のすそ野を広げ、新たな将棋教育の形を定義することで、未来へ羽

ばたく子どもたちの非認知能力を育み、同時に将棋文化の普及・発展にも寄与していきます。 

 

KBC しょうぎキャンパス：https://www.kidsbasecamp.com/shogicampus 

 

 ＜東急キッズベースキャンプとは＞ 

 東急キッズベースキャンプでは、東急線沿線を中心に民間学童保育「キッズベースキャンプ」を２２施設運営しています。

キッズベースキャンプは「放課後の時間を“消費”から“投資”へ」をテーマに、小学生の子どもたちに安全な放課後を提

供し、遊びや学びの体験の中から“社会につながる人間力＝非認知能力”を育む、従来にはなかった新しい形の学童保

育です。２０１８年より保育園事業にも参入し、現在は小規模認可保育園を含めた５園を運営。また、直営事業だけでな

く、自治体が所有する児童館、学童保育、その他子育て支援施設等、５５施設を受託運営しています。０歳から１８歳ま

でを対象とした幅広い子育て支援事業を展開しています。 

 

https://www.kidsbasecamp.com/shogicampus
https://www.kidsbasecamp.com/shogicampus


３．将棋教室ラボの詳細 

 東急㈱グループ（東急、ＫＢＣ）、日本将棋連盟、日本入試センター・ＳＡＰＩＸ小学部の４者は連携し、２０２４年１０月より

「将棋教室ラボ」を開校しました。本取り組みは、将棋の棋力向上が「正解のない問いを、考える力」に学習転移するとい

う仮説を、実践的に検証するものです。 

対象は将棋未経験の小学３年生で、ＳＡＰＩＸ小学部に通う児童およびＫＢＣ利用者が参加。２０２４年１０月９日から１２

月１４日まで、横浜市の「ＷＩＳＥ Ｌｉｖｉｎｇ Ｌａｂ さんかくＢＡＳＥ」にて、全１１回の授業・イベントを実施しました。 

本ラボでは、将棋を通じて「探究思考」「プログラミング的思考」「論理的思考力」「自己肯定感」など、これからの見通し

が立ちにくいＶＵＣＡ（※）時代に対応するための“生きる力”を育むことを目指しました。将棋を教材に、「問いを立てる 

→ 考える → 決断する → 行動する」というプロセスを体験させ、その学習転移効果をＳＡＰＩＸ小学部の入室テストを

評価指標として観察しました。 

授業では、「どうぶつしょうぎ」や本将棋の基本ルール・戦略の学習、パターン発見・応用、詰将棋をプログラミングにな

ぞらえた創作学習などを実施。さらにＡＩを活用した宿題（対局や問題作成）も取り入れ、将棋を多角的な学びのツールと

して活用しました。講師には北尾まどか女流二段をはじめ、中村太地八段・西尾明七段・青嶋未来七段ら棋士や専門家

が参加しました。 

本検証を通じ、東急㈱グループは学校外における「探究学習」「プログラミング教育」の補完としての可能性を探り、日

本将棋連盟は教育分野での将棋活用の有効性を確認。ＳＡＰＩＸ小学部も、思考力育成の新たなアプローチとしての将棋

の価値を評価しました。 

※Ｖｏｌａｔｉｌｉｔｙ（変動性）、Ｕｎｃｅｒｔａｉｎｔｙ（不確実性）、Ｃｏｍｐｌｅｘｉｔｙ（複雑性）、Ａｍｂｉｇｕｉｔｙ（曖昧性） 

   

 

４．子育て・学生応援「東急スクラムプロジェクト」  

東急㈱グループの多岐にわたるノウハウやアセットを活用し、子育て関連施設やサービスのさらなる強化・連携に取り

組むことで、東急線沿線の子育て世帯や学生におけるサービス向上や家計応援を実現する取り組み。「交通利用」、「ま

なび」、「お出かけ」、「暮らし」、 「文化・体験」といったさまざまなシーンで、子育て世帯や学生の支援を推進することで、

より住み続けたくなる沿線の実現を目指します。  

（参考）ホームページ https://www.tokyu.co.jp/kodomoscrum/ 

 

 

以  上 

https://www.tokyu.co.jp/kodomoscrum/

